
日本も熱帯雨林気候のようにスコールが発生するようになりました。
私は医療支援のために訪れたカンボジアで本格的なスコールに遭った
ことがありましたが、現地の人たちは普通に歩いていて驚きました。
先日、医療支援などを行っている日本青年会議所医療部会の60周
年記念祝賀会に参加しました。私は47代部会長でしたので、あれか
らもう13年も経ったことが感慨深かったです。記念講演では参議院
議員・武見敬三先生とデジタル副大臣・大串正樹先生が医療DXの
お話をされ、大変勉強になりました。
講演では高齢化に関する話もされていました。2021年の高齢化

率は28.9％ですが、2050年には37.7％になる見込みであり、今よ
りも大幅に高齢化が進むとのことです。その時代が来ることを踏ま
えて、今から変化していかなければなりません。また、日本の大手製
薬企業がボストンで従業員を約5,000人雇って研究を進めていくそ
うで、日本ではなく海外の従業員を重要視しているのではないかと
焦りました。国は革新的創薬を掲げていますが、その実現に向けた
土台が小さくなっているのかもしれません。
さらに、講演では医療と介護がうまく連携できていないとも話して
いました。私は医療と介護をつなぐのは薬剤師の役割ではないかと
思います。2050年には高齢者入りするであろう私たちがいま果た
すべき役割を考えていきましょう。
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